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活
動
報
告

越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
平
成
25
年
10
月
、
町
で
初
め
て
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
大
阪
府
出
身
の
京
野
慎
太
郎
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
隊
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
3
月
末
を
も
っ
て

そ
の
任
期
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
越
前
地
区
に
定
住

し
、
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
き
た
京
野
さ
ん
の

3
年
半
を
振
り
返
り
、
活
動
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

地
域
を
知
る
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動

　
着
任
当
初
は
、
越
前
地
区
を
中

心
に
町
の
資
源
や
地
域
の
実
態
を

調
査
し
、
住
民
や
地
域
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
、
町
が
抱
え
る

課
題
の
発
掘
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
会
議
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画

　
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
会
議
に
参
加
し
、

外
部
目
線
で
の
意
見
・
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

地
域
や
各
種
団
体
へ
の

活
動
支
援

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ

た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
意
思

が
あ
る
住
民
や
団
体
に
対
し
て
、

活
動
を
促
す
と
と
も
に
具
体
的
な

活
動
に
係
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
（
旧
町
村
）
間

交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
活
動

も
行
い
ま
し
た
。

　

越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
京
野
慎
太
郎
で
す
。

　

平
成
25
年
10
月
、
大
阪
か
ら
越
前
町
へ
移
住
し
早

く
も
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
も
と
う
と
う
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
越
前
町
と

い
う
自
然
豊
か
で
、
温
か
い
人
達
が
い
る
こ
の
場
所

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
は
成
功
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
3
年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
と

町
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で

も
越
前
町
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
き ょ う

野
の

  慎
し ん

太
た

郎
ろ う

さん
（30歳）

京野隊員から
一 言

商品開発
越前地区住民と新たな商品開発を目指し、
開発に向けた試作会の実施や、実際にイベ
ントでの商品の提供を行いました。

高齢化で集落内の手入れが行き届かず、相談を受け
た支援員の呼びかけで集まった有志と共同作業を行
いました。（真木）

支援員が企画した集落のつどい。講師指導による健
康体操を行いました。（血ヶ平・梨子ヶ平）

昭和の学校笈松分校運営事業の様子。運営委員会の
メンバーとしてお手伝いをしています。（入尾・笈松）

住民との座談会
町内住民と定期的に話
し合いをする場を設け
て、住民のやりたいこ
とを実現するために活
動しました。

移住サポート
町への移住を検討されている人たちに、町の紹介や
空き家の紹介などをツアー形式で行い、移住定住の
サポートを行いました。

町では、集落支援員も活動中です
　集落支援員は、過疎が進む集落の現状や課題、あるべき姿の話し合いを促進するために活動しています。高齢化率の高い
11集落を対象に、2人の支援員が集落点検の実施、地域の実情に応じた集落の見守りや活性化対策に取り組んでいます。

3年間お疲れ様！

イベントなど一緒に楽しい

ことができて良かったです。

Ｓ . Ｍさん （30代・農家）

婚活イベントの開催
民間団体「恋のおせっ会」
を設立し、地域住民と婚活
イベントを実施しました。
今でも定期的にイベント
を開いています。

タイアップ事業
観光連盟と越前焼工業
協同組合のマッチング
を行い、「浜の活丼」に
越前焼の器を使用する
ことになりました。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702

活動に関わった住民のみなさんから
京野さんへのメッセージ

慎太郎は弟！

家族みたいに思っているよ。

いつも楽しませてくれてありがとう！
Ｋ . Ｋさん（40代・陶芸家）

地域おこし協力隊の活動、

お疲れ様でした。 京野さんから

もらったアイデアを生かして

若者の場所を作ります！

Ｈ . Ｉ さん （20代・会社員）

Thank you 　　Mr. Kyono

Message to

　　Mr. Kyono

　着任当初は、人も風習もわからない土地での活動に、多く
の不安とさまざまな壁を感じたことでしょう。しかし、京野
さんの柔軟な発想と行動力から少しずつ繋がりが生まれ、京
野さんとの関わりが町の地域おこしを考えるきっかけとなっ
た町民の人も多いのではないでしょうか。
　京野さん、本当にお疲れさまでした。
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